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折
口
信
夫
の
評
論
「
山
越
し
の
阿
弥
陀
像
の
画
因
」
は
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
七
月
に
、雑
誌
「
八
雲
」
第
三
輯
に
発
表
さ
れ
た
。

主
題
は
山
越
し
阿
弥
陀
像
の
「
由
来
」
―
源
信
僧
都
の
日
想
観
に
関
わ
る
来
迎
図
の
伝
承
で
あ
る
が
、
同
時
に
こ
れ
が
前
年
九
月
に
刊

行
し
た
小
説
『
死
者
の
書
』
の
創
作
動
機
と
主
題
を
明
か
し
た
自
解
の
文
章
に
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
釈
迢
空
著
『
死
者
の
書
』
の
初
版
は
青
磁
社
刊
。
奥
付
に
は
「
著
者　

折ヲ
リ
グ
チ口
信シ
ノ

夫ブ

」
と
あ
る
。
ま
た
再
販
の
釈
迢
空
著
『
死
者

の
書
』
は
昭
和
二
十
二
年
七
月
、
角
川
書
店
刊
。
こ
の
戦
後
版
で
は
小
説
の
あ
と
に
、
右
の
評
論
を
「
山
越
し
の
弥
陀
」
と
改
題
し
て

併
録
す
る
。
折
口
信
夫
の
名
は
見
え
な
い
。
両
版
と
も
に
目
次
は
な
く
、
口
絵
に
金
戒
光
明
寺
本
の
山
越
し
阿
弥
陀
図
の
写
真
版
を
掲

げ
る
。
以
下
、
本
稿
で
の
引
用
は
便
宜
に
よ
り
旧
版
全
集
第
二
十
四
巻
・
第
二
十
七
巻
に
よ
る
が
、
ル
ビ
等
を
適
宜
省
略
し
た
と
こ
ろ

が
あ
る
。 

  「
山
越
し
の
阿
弥
陀
像
の
画
因
」（
以
下
、「
画
因
」
論
と
略
称
す
る
こ
と
が
あ
る
）
は
、
お
よ
そ
四
つ
の
話
題
か
ら
成
る
。
即
ち
『
死

者
の
書
』
の
構
想
と
中
将
姫
、
称
讃
浄
土
経
と
阿
弥
陀
信
仰
、
二
上
山
を
仰
ぎ
見
る
源
信
僧
都
の
誕
生
地
、
そ
し
て
日
を
拝
む
民
俗
信

仰
で
あ
る
。
折
口
は
冒
頭
一
行
目
に
「
極
楽
の
東
門
に　

向
ふ
難
波
の
西
の
海
…
…
」
の
一
ふ
し
を
掲
げ
（
謡
曲
『
弱
法
師
』、後
出
）、
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次
に
渡
来
文
化
の
変
容
の
例
と
し
て
「
日
本
人
の
考
へ
た
山
越
し
の
阿
弥
陀
像
」
を
挙
げ
る
。
そ
し
て
論
の
前
置
き
に
、
不
思
議
な
因

縁
を
思
わ
せ
る
絵
画
に
ま
つ
わ
る
逸
話
を
一
つ
紹
介
す
る
。そ
れ
は
今
も
大
倉
集
古
館
に
所
蔵
す
る
冷れ

い
ぜ
い
た
め
ち
か

泉
為
恭
筆
の
阿
弥
陀
来
迎
図
が
、

関
東
大
震
災
の
前
に
一
紳
士
の
頼
み
に
よ
っ
て
別
の
場
所
に
出
し
置
か
れ
、奇
跡
の
よ
う
に
災
難
を
の
が
れ
た
と
い
う
事
実
譚
で
あ
る
。

曰
く
、
昭
和
の
初
め
頃
に
折
口
は
「
山
越
し
の
弥
陀
を
め
ぐ
る
不
思
議
」
と
い
う
よ
う
な
表
題
の
、
大
倉
粂
馬
の
「
美
術
雑
誌
か
何
か
」

の
抜
き
刷
り
を
読
ん
だ
。
大
倉
喜
八
郎
が
何
の
気
な
し
に
買
っ
て
置
い
た
そ
の
絵
は
、為
恭
が
紀
州
根
来
潜
居
の
間
に
描
い
た
も
の
で
、

そ
の
あ
と
旅
に
出
た
大
和
で
浪
士
の
た
め
に
落
命
し
た
と
い
う
い
わ
れ
の
あ
る
一
枚
で
あ
っ
た
。

   

そ
の
絵
は
「
山
越
阿
弥
陀
図
」、文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
作
、絹
本
着
色
、軸
装
一
幅
、一
七
三･

五
×
九
○･

○cm

で
あ
る
（
最

近
の
特
別
展
図
録
『
大
倉
集
古
館
の
名
宝
』
二
○
○
七
年
に
よ
る
）。
ま
た
大
倉
粂
馬
の
文
献
と
い
う
の
は
『
大
倉
集
古
館
所
蔵 

山
越

阿
弥
陀
如
来
図
を
繞
る
不
思
議
の
出
来
事
』
と
題
す
る
小
冊
子
に
収
め
る
一
篇
で
あ
る
。
そ
の
内
題
で
は
「
如
来
」
と
「
図
」
の
間
に

「
の
」
一
字
が
あ
る
。
本
文
は
全
12
頁
、
文
中
の
年
記
に
昭
和
四
年
五
月
と
見
え
る（

１
）。

　

そ
の
「
出
来
事
」
の
大
略
は
折
口
の
記
述
す
る
と
お
り
で
あ
る
が
、
以
下
私
に
若
干
の
補
足
を
加
え
る
。
―
―
そ
も
そ
も
為
恭
が
祈

願
を
こ
め
た
仏
画
で
あ
り
な
が
ら
、
一
年
後
に
あ
た
ら
非
命
に
斃
れ
た
と
い
う
因
縁
が
あ
る
。
と
言
っ
て
も
、
絵
は
峰
の
松
原
や
滝
や

紅
葉
の
前
景
な
ど
、「
大
和
絵
の
常
」
の
さ
ま
で
あ
る
。
而
し
て
大
震
災
は
そ
れ
よ
り
六
十
年
後
の
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
九
月

で
あ
る
。
災
火
を
免
れ
た
の
は
こ
の
絵
の
霊
験
の
ゆ
え
で
あ
り
、
そ
の
誰
と
も
知
ら
れ
ぬ
紳
士
の
恩
徳
に
よ
る
の
で
あ
る
。
さ
て
六
年

後
の
昭
和
四
年
に
集
古
館
に
現
れ
た
恩
人
は
篤
信
家
の
籾
山
半
三
郎
で
あ
っ
た
。
奇
し
く
も
ま
た
為
恭
の
祥
月
命
日
の
五
月
五
日
で

あ
っ
た
と
い
う
。
阿
弥
陀
図
は
美
術
品
で
あ
る
以
上
に
、
神
秘
不
思
議
の
信
仰
の
対
象
と
な
っ
た
―
―
。
折
口
は
か
く
結
ぶ
、「
集
古

館
の
山
越
し
の
阿
弥
陀
像
が
、
一
つ
の
不
思
議
を
呼
び
起
し
た
と
い
ふ
よ
り
も
、
あ
の
弥
陀
来
迎
図
を
廻
つ
て
、
日
本
人
が
持
つ
て
来

た
神
秘
感
の
源
頭
が
、
震
火
の
動
揺
に
刺
激
せ
ら
れ
て
、
目
立
つ
て
来
た
と
い
ふ
方
が
、
ほ
ん
た
う
ら
し
い
」
と
。
し
か
も
そ
の
よ
う

な
神
秘
感
は
よ
り
古
く
は
、
し
ば
し
ば
宗
教
心
を
刺
激
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
し
、
新
し
く
は
私
の
「
中
将
姫
の
物
語
」
が
適
例
で
あ
る
、
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云
々
と
。 

  
と
こ
ろ
で
こ
の
“
奇
蹟
”
の
間
の
大
正
十
四
年
に
、
逸
木
盛
照
の
『
冷
泉
為
恭
』
な
る
一
書
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
（
中
外
出
版
）。

絵
が
災
火
を
免
れ
た
こ
と
に
は
触
れ
な
い
が
、
そ
の
図
題
及
び
識
語
に
つ
い
て
は
、 

山
越
阿
弥
陀
如
来
図  

一
幅  

大
倉
集
古
館
蔵 

「
依
大
行
満
願
海
大
悲
大
阿
闍
梨
貴
命
奉
図
写
粉
河
寺
御
池
書
院
訖
／
維
時
文
久
三
年
癸
亥
夏
四
月 

心
蓮
光
阿
慎
記
」  

〔「
願
」

字
脱
、
今
補
〕

で
あ
る
と
記
す
。
同
館
に
は
文
久
三
年
春
三
月
の
「
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
神
明
仏
陀
降
臨
曼
荼
羅 

一
幅
」
も
並
ん
で
収
蔵
す
る
（
前
掲

図
録
に
も
載
る
）。
そ
の
他
、
為
恭
が
粉
河
寺
の
願
海
の
た
め
に
描
い
た
も
の
は
多
数
に
の
ぼ
る
。
願
海
と
為
恭
の
親
交
は
お
よ
そ
十

年
来
、
と
も
に
京
に
在
っ
た
頃
か
ら
の
関
係
で
あ
っ
た
と
推
測
せ
ら
れ
る
。 

　

逸
木
氏
に
よ
る
と
、
為
恭
周
忌
の
大
正
十
三
年
を
迎
え
る
二
、三
年
の
間
は
、
関
係
の
展
観
や
催
事
が
頻
り
に
行
わ
れ
た
。
と
す
れ

ば
籾
山
氏
の
集
古
館
来
訪
は
偶
々
で
あ
っ
た
わ
け
で
な
く
、
ま
た
事
後
の
「
何
人
な
る
哉
」
の
館
の
探
索
方
も
些
か
迂
闊
に
過
ぎ
た
の

で
は
な
い
か
。｛
出
来
事
｝
の
神
秘
化
が
疑
わ
れ
も
す
る
の
で
あ
る
。
さ
て
も
、
籾
山
氏
架
蔵
の
遺
墨
類
は
震
災
で
悉
く
失
っ
た
由
。

集
古
館
三
棟
の
仏
教
美
術
の
優
品
も
全
焼
し
た
し
、
大
き
な
奇
蹟
と
い
う
も
の
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。（
ち
な
み
に
逸
木
著

書
の
装
幀
考
案
及
び
題
簽
は
吉
川
霊
華
に
よ
る
と
あ
る
。
霊
華
は
折
口
も
例
に
引
く
当
代
大
和
絵
の
大
家
で
あ
っ
た
）

　

か
く
し
て
折
口
の
巧
み
な
導
入
は
、
以
降
の
叙
述
の
神
秘
性
を
増
す
効
果
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
稿
者
は
そ
の
作
用
を
疑
う
つ
も
り

は
な
い
が
、こ
こ
に
思
い
見
ら
れ
る
の
は
、ほ
か
な
ら
ぬ
太
平
洋
戦
争
末
期
の
も
は
や
絶
望
的
な
情
勢
で
あ
る
。
苛
烈
な
戦
時
下
に
在
っ

て
、
折
口
が
二
十
年
も
前
の
奇
蹟
談
を
思
い
出
し
、
こ
れ
に
密
か
に
重
ね
た
で
あ
ろ
う
悲
愴
な
祈
願
の
こ
と
で
あ
る
。

　

凡
そ
日
本
文
化
な
る
も
の
、「
我
が
国
生シ

ャ
ウ
ト
ク得の
も
の
」
が
、今
し
も
災
禍
の
ご
と
く
滅
亡
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
。
確
か
に
そ
こ
に
「
画
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因
」
論
の
執
筆
動
機
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
「
之コ
レ

が
書
き
た
く
な
つ
た
、私
一
個
の
事
情
」
で
あ
っ
た
。
同
時
に
ま
た
、折
口
個
人
の
「
心

願
」
に
関
わ
る
事
情
で
も
あ
っ
た
。

　

折
口
自
身
の
年
譜
を
見
る
と
、
昭
和
十
九
年
五
月
の
旅
で
橿
原
神
宮
か
ら
当
麻
寺
、
吉
野
へ
と
巡
っ
た
と
あ
る
。「
画
因
」
論
に
取

り
か
か
る
時
期
で
あ
り
、
大
串
純
夫
の
研
究
（
後
出
）
も
こ
の
時
初
め
て
知
っ
た
。
ま
た
論
の
結
び
近
く
に
記
す
、
高
田
か
ら
当
麻
へ

向
か
う
時
の
二
上
山
落
日
の
光
景
も
、
近
く
は
こ
の
旅
行
の
時
の
印
象
が
持
続
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
当
の
七
月
に
な
っ

て
、
前
年
九
月
に
応
召
し
て
い
た
藤
井
春
洋
の
部
隊
が
、
千
葉
県
柏
を
経
て
硫
黄
島
へ
移
動
し
た
。「
春
洋
年
譜
」
に
よ
る
と
、
横
浜

か
ら
八
丈
島
へ
向
か
っ
た
が
、
先
発
船
が
沈
没
し
た
た
め
、
急
に
予
定
を
変
え
て
、
到
着
し
た
の
が
硫
黄
島
で
あ
っ
た
と
い
う
（
折
口

春
洋
の
歌
集
『
鵠た

づ

が
音ね

』
付
載
）。
そ
し
て
同
月
の
下
旬
に
折
口
は
春
洋
を
養
嗣
子
と
し
て
入
籍
し
た
（
保
証
人
柳
田
国
男
ほ
か
）。
春

洋
は
数
え
三
十
八
歳
。
辛
く
も
宿
願
を
果
た
し
た
。
而
る
に
翌
二
十
年
三
月
に
至
っ
て
硫
黄
島
全
滅
の
報
が
も
た
ら
さ
れ
た（

２
）。

　

稿
者
は
以
前
、
為
恭
に
関
す
る
研
究
文
献
が
大
正
後
期
以
降
夥
し
い
数
に
の
ぼ
る
の
に
驚
い
た
こ
と
が
あ
る
。
危
機
の
淵
を
生
き
た

為
恭
の
無
惨
が
、
何
か
両
大
戦
間
の
時
代
相
と
通
じ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
先
に
折
口
も
一
言
、
二
十
年
も
前
の
根
来
・
粉
川
の
旅
の
記

憶
を
記
し
て
い
た
。「
仰
い
だ
風カ

ザ
ラ
ギ猛
山
一
帯
の
峰
の
松
原
」
を
追
想
し
、「
何
か
せ
つ
な
い

0

0

0

0

気
が
し
た
」
と
あ
る
。
折
口
の
「
画
因
」
論

一
篇
も
ま
た
、
同
じ
よ
う
な
戦
局
終
末
期
の
暗
澹
を
感
じ
取
っ
て
い
た
の
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　

（
未
完
）

　
　
　
　

注 

　

（
１
）	

大
倉
粂
馬
の
寄
贈
本
が
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
に
あ
り
、
稿
者
は
そ
の
送
信
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
閲

覧
複
写
す
る
こ
と
が
で
き
た
（
二
○
一
五
年
三
月
、
於
大
阪
府
立
中
央
図
書
館
）。
冊
子
は
頁
付
32
頁
で
、
大
倉
稿
の
他
に

如
来
図
写
真
一
葉
と
序
文
、
籾
山
半
三
郎
・
村
松
梢
風
・
逸
木
盛
照
の
文
章
を
収
め
る
。
な
お
為
恭
に
つ
い
て
の
参
考
文
献
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と
し
て
、
中
村
渓
男
編
『
日
本
の
美
術 N

o.261 

冷
泉
為
恭
と
復
古
大
和
絵
』
一
九
八
八
年
二
月
を
参
照
し
た
。
ま
た
早
い

時
期
の
概
説
書
と
し
て
は
、
藤
岡
作
太
郎
『
近
世
絵
画
史
』
が
あ
る
（
明
治
三
十
六
年
初
版
、
昭
和
五
十
八
年
新
訂
版
）。 

　

（
２
）	

昭
和
十
九
年
七
月
に
サ
イ
パ
ン
島
玉
砕
。
そ
の
夏
の
間
、
春
洋
は
多
く
の
兵
士
ら
を
戦
地
へ
見
送
っ
た
。『
鵠
が
音
』
の
中

の
一
首
に
「
知
り
人
の
戦
死
の
噂　

あ
ひ
続
ぎ
て
聞
え
来
る
な
り
。
洋
の
は
て
よ
り
」
が
あ
る
。
同
書
は
昭
和
二
十
八
年
刊
、

迢
空
の
「
追
ひ
書
き
」
を
付
す
。
稿
者
云
、
折
口
に
は
、
恰
も
為
恭
と
春
洋
の
運
命
が
暗
く
重
な
る
ご
と
く
に
思
わ
れ
た
の

で
も
あ
ろ
う
か
。
―
―
為
恭
は
「
心
願
を
持
つ
て
」
描
い
た
。
非
命
の
絵
師
の
仏
画
が
焼
失
を
免
れ
た
よ
う
に
、
せ
め
て
も

春
洋
の
身
が
戦
火
を
免
れ
ぬ
も
の
か
。
一
紳
士
が
奇
蹟
を
起
こ
し
た
よ
う
に
、
わ
が
「
心
願
」
が
彼
に
幸
い
を
も
た
ら
し
て

く
れ
ぬ
か
。『
死
者
の
書
』
は
滅
亡
の
予
見
で
は
な
い
、
あ
れ
は
生
命
復
活
の
書
だ
。「
お
れ
は
活
き
た
」。
わ
が
滋
賀
津
彦

の
身
は
滅
び
よ
う
と
も
、
不
思
議
の
山
越
し
阿
弥
陀
は
わ
れ
ら
の
往
生
を
今
に
も
来
迎
し
給
う
で
あ
ろ
う
―
―
。

（
二
○
一
八
年
十
一
月
未
定
稿
の
第
一
節
。
二
○
二
三
年
五
月
改
修
）

（
神
戸
親
和
女
子
大
学
名
誉
教
授
）


